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Q： 時間割に組み込まれているとはいえ、わずかな図工・美術。これが楽しみ
だという子どももいれば、苦痛だという子どももいます。何のための時間なのかと
いう疑問に、正面から向かい合った教科書をご紹介します。	
l  最大手の図工教科書編集を手がけた太田
弘（1930-1992)が、既存の教科書に飽き足
らず、出版を決意。	  
l  使い捨てられる教科書ではなく、子どもの
手元に残る「本」を目指した。	
	
l  現代美術社より出版、文部省検定済教科書。	  
l 1980〜1995年、3年の改訂ごとに出版。	  
l  初回採択では、公立小の占有率0.001%（110冊）。	  
l  教科書には珍しいハードカバー採用。	  
l  絶版後、2013年に西郷の呼びかけで復刊。	  
	
	
執筆代表・佐藤忠良(彫刻家、1912-2011)の考え	
	
「義務教育の美術の時間があるのは、子どもたち
を全部絵描きにするためにやっているわけではな
いでしょうから、うんと子どもたちに必要無駄をさせ
ればいいのです。そしてうんと失敗をさせてみるこ
と。大学の学生を見ていると、いかに無駄なことを
してこなかったかというのがよくわかるのです」	
	
佐藤忠良『子どもたちが危ないー彫刻家の教育論ー』	
(岩波ブックレットNO.41、1985年、p.53)	
	
　	  
「この本を、よむ人へ」	  
	  
　この本には、図画工作の時間に、
かいたり作ったりするものが、のっ
ています。じょうずに絵をかいたり、
じょうずにものを作ったりすることが、
めあてではありません。	  
　へたでもいいのです。きみの目で
見たことや、きみの頭で考えたこと
を、きみの手で、かいたり、作ったり
しなさい。	  
　心をこめて作っていく間に、しぜん
がどんなにすばらしいか、どんな人
になるのが大切か、ということがわ
かってくるでしょう。	  
　これがめあてです。	  
　　　　　　　　　　　(1980年度用、小学3年、p.1)	
	
図工・美術の授業は必要？	
「幻の図工教科書」、『子どもの美術』の問いかけ	  
	  
試行錯誤の中でしか生まれない、発見や感動があります。	  
そういった子どもの経験の広がりこそ、大切にされるべきだと、	  
『子どもの美術』を作った人たちは考えました。	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